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C O N T E N T S

特集 ポッドキャスティング

クリエーター必見、マスコミ注視！

人類が手にするまったく新しいメディア

去年から、米国で話題になっていたポッドキャスティングが日本にも上陸を始めた。アップル社の発表

によるとiTunes Music Storeへの登録はすでに15000タイトルを超え、週に1000タイトルの勢

いで増殖中であり、7月にサービスインしたニフティでも予想を大幅に超えるコンテンツが集まってき

ているとのことだ。ここでは、ポッドキャスティング発祥の地である米国事情を概観し、火がついた国内

の最新動向を取材した。新しいメディアが誕生しようとしている現場を見ていただきたい。

［| ］外村 仁、林 信行、大河原 克行、佐藤 真治、木ノ川 義英、レッドクルーズ、インターネットマガジン編集部
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ポッドキャスティングとは、「iPod」と「Broadcast-

ing」を組み合わせた言葉で、一言でいうとiPodに

対してインターネット経由でコンテンツ（音声ファイ

ル）を提供する仕組みだ。クリエーターによる制

作／配信からリスナーによる受信／視聴までが、

驚くほど簡単に実現された仕組みである。

現在、名前の由来にもなったiPodと管理ソフト

ウェアのiTunesとの組み合わせがポピュラーな環

境だ。ここでは、iPodと iTunesを使ったポッド

キャストコンテンツの聴き方を解説する。

また、iTunes以外のソフトも数多くあり、それ

ぞれ独自の機能や特徴を持つ（表1）。iPod以外の

プレーヤーとなら、むしろ使いやすいかもしれな

い。興味を持ったら試してみてほしい。

ポッドキャスティングとは
～iPod＋Broadcasting～

編集部　

P o d c a s t i n g

パソコン

コンテンツのダウンロード

iPod

6

コンテンツの制作1

RSSによる
更新通知

コンテンツ
（音声データ）

5

iTunes Music Storeへ登録3 ブログや一般的なウェブサイトで公開2

番組の選択と
購読の設定

4

iPodとiTunesの
シンク（同期）

7

コンテンツの転送8

パソコン＋iTunes

クリエーター

ポッドキャスティングの仕組み ポッドキャスティングでコンテンツが配信／受信される仕組みは、それほど複雑なものではない。しかし、各技術

や仕掛けの組み合わせ方が非常に巧みで、インターネットの上で、コンテンツの発信者から受信者までが1本の

ラインで結ばれている。
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ポッドキャストコンテンツの聴き方

http://www.apple.com/jp/itunes/

iTunesを iPodの付属CDまたはアップルの

ウェブサイトから入手してインストールする。

iTunesのソース一覧から「Music Store」を選

ぶ。Music Storeが表示されたら、画面左側

にあるジャンルから「Podcasts」をクリックする。

ポッドキャスト購読の確認ダ

イアログが表示されるので、

「購読」ボタンをクリックす

る。

5

コンテンツが iTunesの「Pod-

cast」ソースに追加され、デー

タ（エピソード）がダウンロード

される。

iTunesでエピソード更新

のタイミングやどのように

ダウンロードしてデータを

蓄積するか設定できる。

67

ポッドキャストディレクトリには「スタッフおすす

め」や「新着追加」「Today'sトップPodcasts」

などのメニューがあるので、その中から聴きた

いものを選ぶ。

どれかコンテンツを選ぶと、その番組ページ

が表示される。ここで、リストにあるエピソー

ドを試聴できる。ポッドキャストとして購読す

るには、「登録」ボタンをクリックする。

4

2 31

名前 概要 対応OS 価格 URL

doppler プレビューで購読前に最新の番組をダウンロードして聴くことができる。 Win フリー http://www.blogcasting.jp/alligator/
最小限の機能に絞ったツール。主要番組をディレクトリで表示。再生や転送機

iPodder 能はないが、ダウンロードしたファイルをiTunes、Windows Media Player Win/Mac フリー http://www.ipodder.org/
に登録して再生する。

iPodderX iPodderの機能拡張版。30日無料体験版。ウィンドウズ版はベータ版。 Mac/Win
24.95ドル/

http://ipodderx.com/
12.47ドル

mypop
ニュース、ブログなどの更新情報をポップアップで通知する情報配信ツール。

Win フリー http://www.mypop.jp/
新たにポッドキャスティングにも対応。
株式会社マキエンタープライズの国産シェアウェアソフト。日本語対応。

NewsFAN 3,990円（税込）1ユーザーから。14日間無料。Mac OS X用のRSSニュ－
Mac 3,990円 http://www.makie.com/

スリ－ダ－。ポッドキャスティングはもちろん、RSSとウェブビューブラウザー
機能、翻訳、プレビュー、テキストの音声変換（英語のみ）ほか多彩な機能を持つ。

PlayPod
IGG Softwareのシェアウェアソフト。16.99ドル。ダウンロードしたファイル

Mac 16.99ドル http://www.iggsoftware.com/
をiTunesに自動登録、テキスト音声変換、プレビュー、スケジュール機能などを持つ。
RSSリーダーと音声ダウンロードの基本機能。更新状況に応じて音声ファイルを

PodCast野郎 ダウンロードしてiTunesプレイリストに登録。番組を選択してダウンロードでき Win フリー http://buin2gou.nyaa.co.uk/
ず、更新された番組を自動的にダウンロードする。

アリゲーター
番組収集から音声の再生まで対応。MP3、MOV、MP4、WMA、WMVファイル

Win/Mac フリー http://www.blogcasting.jp/alligator/
をRSSフィードから受信・再生可能など。現在はベータ版。

表1 iTunes以外のポッドキャスティング対応ソフト（アグリゲーター）

iTunesと iPodのシンク（同期）を行

うと、設定に従ってポッドキャストの

コンテンツがiPodに転送される。

8

iTunesポッドキャストディレクトリに含まれ

ていないものでも、RSSをiTunesに追加す

ることで購読ができる（RSSファイルへのリ

ンクをドラッグ&ドロップするだけでOK）。

w

iPodと iTunesを定期的にシ

ンクすることで、iTunesにダ

ウンロードされたコンテンツが

設定に従って追加更新される。

iPodをパソコンと接続し

て、コンテンツの転送を設

定する。選択したものだけ

や未読のもの、最新のもの

などに限定することも可能。

q9
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ポッドキャスティング黎明期

2005 年 6月28日、米アップルコンピュータは

iTunes 4.9を発表した。この日は、世界のデジタ

ル音楽市場をリードするiTunesアプリケーション

が、ついにポッドキャスティングに正式に対応した

日でもあった。それまで一部のマニアのものだっ

たポッドキャスティングは、この瞬間から一気にメ

インストリームへと躍り出た。

ポッドキャスティングの誕生は、MTVのビデオ

キャスターだったアダム・カリー氏とRSSの生みの

親であるデイブ・ワイナー氏の出会いから始まる。

米国生まれで欧州育ちのカリー氏は、1987年か

ら1994年まで米国の若者向け音楽番組MTVで

ビデオジョッキーを務めた人物であり、その後い

くつかのインターネット関連の企業の設立にも携

わった。ワイナー氏との出会いのあと、カリー氏

はiPodder.org（図1）を開始し、ポッドキャスティン

グコミュニティー形成のために奔走している。

彼は、まったくのプログラム未経験者ながら、

iPodderと呼ばれる最初のアグリゲーターソフトや

ポッドキャスティング用のディレクトリーシステムな

ど、ポッドキャスティングの配信と受信に必要なイ

ンフラを自ら開発した（本人の弁によれば、Apple-

Scriptを学ぶことから始めたそうだ）。さらに、そ

の開発の一部始終はポッドキャスティングで配信さ

れた。それが、現在も配信が続いていて、おそら

く業界で最も有名なポッドキャスティング「Daily

Source Code」の名前の由来である。

その後 2004 年 8 月に、ニュースサイト the

INQUIRERがカリー氏の活動を報道すると、比較

的少数ではあったものの、ポッドキャスティングの

配信に挑戦する人間が現れ始めた。例えば、米

ウィスコンシン州に住む若い夫婦が始めたThe

Dawn and Drew Showは、あっという間に世界

中にリスナーを得たうえ、今年 5月にはスポン

サーまで付くことになった。大人向けとはいえ、

内容はたわいもない夫婦の日常会話が主の番組

だが、歯に衣を着せない普段着の会話が多くのリ

スナーの心を惹きつけたといえる。

また、IT業界の有名人のインタビューやスピー

チをまとめたIT Conversations（図2）も早くから

多くのIT業界人に注目されている。アップルの共

同創業者であるスティーブ・ウォズニアック氏のス

ピーチをはじめ、多くの著名人のインタビューや

主要なITイベントでの講演、パネルディスカッショ

ンの様子などを録音して配信し続けているチャン

ネルだ。また、ポッドキャスティングがiPodにかか

わったアイデアということで、アップルの最新動向

を報道するThe MacCastや Inside Mac Radio

もその列に加わった。

大企業も徐々に対応を開始

このポッドキャスティングという新しい流行に素

早く反応したのは、意外にも大企業であった。従

来はラジオ放送局の顧客であった企業が、ポッド

キャスティングを使って自らのメッセージを顧客に

伝えようというのである。今年2月、米国3大自動

車メーカーの1つであるゼネラル・モーターズは、

すでに運用中であった企業ブログFastLaneのサ

イトを使ってポッドキャスティングの開始を発表し

た。このブログは同社の重役会メンバーを含む幹

部が、製品やサービス、そして会社の方針などに

ついて投稿することで、顧客との直接的な対話を

行おうとしたものだった。そこでポッドキャスティ

ングを使って会社の経営を支える人々が自らの肉

声で語りかけることで、その対話をさらにパーソ

ナルなものにしたいということだ。また、濃い対話

を確立することで、マーケティングには欠かせな

ポッドキャスティングのク

ライアントツールを「アグリ

ゲーター」と呼ぶ。「情報を

収集する」という意味からき

ており、特に最近ではRSS

リーダーのことをこう呼ぶ。

誕生物語～米国業界事情～

外村 仁　
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彼独特の物言いがいろいろな物議を醸し出す一

方で、徐々に多くのリスナーに支持されるスター

として認められるようになった。ゆえに、2千万人

ともいわれるリスナーを抱えるステーン氏が地上

波を離れるという決断は、地上波放送業界にとっ

ては相当なショックだった。他方、現状で200万

人程度の加入者しか持たない衛星ラジオ業界に

とっては、彼の移籍を爆発的な推進力にしたいと

考えていることが予想される。

そのような状況の中で次に現れたのが、イン

ターネットメディアの強みを生かしたポッドキャス

ティングである。インターネットラジオは以前から

存在していたが、商業的にはほとんどインパクト

がなく、インターネットはラジオ放送の敵ではない

と考えるラジオ業界人も少なくなかったはずだ。

しかし、同じインターネットを使っていてもポッド

キャスティングは驚くべき速度で商業用メディアと

して受け入れられ始めた異なるものだったのだ。

こうした動きに対して、米国地上波放送の業界

団体NAB（National Association of Broadcast-

ers）は、2800万ドル（約30億円）を投じて既存の

ラジオ放送のプロモーション活動を開始した。多

くの魅力的なコンテンツを集中するという戦略で、

ユーザーをつなぎ止めようとしているのだ。しか

しその一方で、衛星ラジオ放送会社のXM Radio

とAOLの提携、シリウスとアップルの提携交渉な

ど、ラジオ業界には次々と地殻変動が押し寄せて

いる。衛星ラジオ放送、そしてポッドキャスティン

グの爆発的な普及を目の当たりにして、地上波ラ

ジオ放送ネットワークは変革を迫られていること

図2 IT Conversations。スティーブ・ウォズニアック氏

をはじめ、IT業界の著名人のインタビューやイベント講演の

様子などを配信。業界の注目を集めている。

http://www.itconversations.com/

い顧客からのフィードバックを得たいというのが同

社の期待だ。

同じメディアの映画業界は、プロモーションの

ためにポッドキャスティングを使い始めた。皮切り

は、人気タレントのパリス・ヒルトンが出演する

「House of Wax」で、今年4月に公開された。こ

の映画の公開直前に、彼女自身がこの映画やそ

の制作にかかわる逸話を語るポッドキャスティング

を開始して話題をさらった。8月には、米国で最

も保守的な会社の1つであるIBMさえも、投資家

向けにポッドキャスティングを開始した。IBMの重

役が同社の現状だけでなく、将来への展望を自ら

話すことで、投資家の理解を深めていくことがそ

の狙いと考えられる。ここでもパーソナルな対話

が鍵となっていることは容易に想像できる。そし

て、商業利用を見込んでポッドキャスティングを支

援する企業も、急激にその数を増やしている。

従来のラジオ放送業界の反応

一方、この状況に驚かされたのは旧来のラジオ

放送業界である。米国では近年人工衛星を利用

した新しいラジオ放送が、旧来の地上波AM/FM

放送の市場を浸食し始めていた。象徴的な出来

事は、米国のラジオ業界の一大スターであるハ

ワード・ステーン氏が衛星ラジオ業界の一翼であ

るシリウス社との独占契約を行ったことだろう。

ステーン氏はニューヨーク州の片田舎のラジオ

局でディスクジョッキーを始め、以降ワシントン

DCやニューヨーク州のラジオ局を渡り歩いた。

図1 iPodder.org。見た目はシンプルだが、ポッドキャス

トコンテンツのディレクトリーとしてはiTunes以上の充実

度を誇る。

http://www.ipodder.org/

一説によると、世界発のラ

ジオ放送は、1906年にカ

ナダ人のレジナルド・フェッ

センデンによって行われた

とされる。それから100年

が経ち、ポッドキャスティン

グが誕生した。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



38 │ INTERNET magazine │ 2005 │ 11 │

は誰の目にも明白だった。

そして、地上波ラジオ放送業界も、自らの事業

の中にポッドキャスティングによる放送を取り入れ

るべく実験を開始することになった。まず、Infini-

ty Broadcasting社は5月に、同社の所有するサ

ンフランシスコの放送局KYCY-AMをポッドキャ

スティング放送局KYOU Radioに転換していく方

針を発表した。続いて、米国内に千を超えるラジ

オ局を抱えるClear Channel Communication社

も、6月から同社のネットワークで放送されている

人気番組を含めたポッドキャスティングを開始し、

地上波ラジオ業界に大きな衝撃を与えた。

他の業界へも広がりつつある波紋

他の分野に目を向けてみよう。静かではある

が、教育業界でもポッドキャスティングに注目が集

まっている。今までにもビデオやオーディオを

使った教育プログラムというのは存在していた

が、そのコストゆえに十分な市場規模のある分野

に限られてきた。しかしポッドキャスティングのコ

ンテンツ制作や配信コストの圧倒的低さゆえ、限

られた数のリスナーが対象でも十分に実現可能

になってきた。9月26～27日には米デューク大学

にて1回目となる教育用ポッドキャスティングのシ

ンポジウムが開かれ、現実的な運用のアイデアが

話し合われる予定だ。学生の間でもiPodの人気

は高く、コンテンツを沢山かかえる教育界で急速

に普及することは想像に難くない。

他方、ビデオやストリーミングなど新しいメディ

ア技術の発展の陰に常に存在したアダルト向けコ

ンテンツも、ブログに続いてポッドキャスティング

にもやってきているようだ。Open Source Sexは

性に関する話題を取り上げる娯楽目的の個人に

よるポッドキャスティングであり、iTunes Music

Storeのポッドキャストディレクトリーで3位にラン

クインしたこともある。一方、同じ大人向けでも興

味本位のいわゆるポルノものというのも出てきて

いる。今のところ、どのような形で受け入れられ

ていくのかははっきりしていないが、この分野は

他のメディアと同様に発展していくだろう。

新しい音楽のプロモーションは、旧来のラジオ

局（特にFM局）に課せられた大きな役割の1つで

あった。ポッドキャスティングはその分野でも新し

い役割を担い始めている。

従来、FM局で流される音楽はその放送局が自

らのリスナーを想定して選択する。一方、レコー

ドレーベルは大きなマーケティング費用をかけて、

放送局の必要に応じた音楽の発掘とプロモーショ

ンを行う。レコードレーベルとラジオ局はお互い

に協力し合うことで、激しい競争の中でビジネス

を成り立たせてきたのである。しかし、ポッド

キャスティングという低配信コストのメディアによ

り、まったく別の経済が成り立ちうる。例えば、

ポッドキャスティングの制作者が、レーベルに属さ

ないいわゆるインディーズ系のミュージシャンの音

楽を直接リスナーに届けることが可能になる。

IndiePodcasting.com（図3）はまさにそんな理想を

実現しようとする会社の1つだ。前述のアダム・カ

リー氏は「ポッドキャスティングの制作者が安心し

て使える音楽を供給する」というコンセプトで

Podsafe Music Network（図 4）を立ち上げてい

るが、目指す所は非常に似通っている。音声コン

テンツには音楽が付きものであることから、ポッド

キャスティング制作にとってこれらの新しいエコシ

ステムは不可欠なものであろう。

ポッドキャスティングのインフラ

ポッドキャスティングのリスナーは、アグリゲー

ターと呼ばれるソフトウェアを使ってポッドキャス

ティングの番組を購読（ダウンロード）する。

現在、数の上で最も普及しているものは、バー

ジョン4.9からポッドキャスティングのアグリゲー

ター機能が備わったアップルの iTunesだ。しか

し、使い方によっては他のアグリゲーターを検討

する価値があるかもしれないし、今後もiTunes

にはない特徴を持ったアグリゲーターが登場する

はずだ。iTunes 4.9以前に最もポピュラーなアグ

リゲーターであったiPodderは、アダム・カリー氏

のコンセプトを忠実に具体化したツールで、Mac

OS X、ウィンドウズ、そして Linuxと主要なプ

ラットフォームすべてをサポートしている。

現在、数的にはiTunesには敵わないが、例え

ばP2Pで知られるBitTorrentを使ったポッドキャ

スティング配信に対応するなど、常に最新の機能

を搭載して業界の水先案内役としての地位は揺る

がない。また、iPodderの機能拡張版の例として、
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式だろう）を作成する必要がある。これらの作業

はすでに比較的安価に入手できる機器、PC、そし

てソフトウェアを使って実現できる。iPodを含む

携帯型のデジタル録音機を使えば、いつでもどこ

でも録音が可能である。ソフトウェアは音楽制作

用のものを使う制作者が多かったが、徐々にポッ

ドキャスティングに特化した編集ソフトウェアも登

場し、より効率の良い作業が可能になってきた。

その音声ファイルを用いてポッドキャスティング

の配信を行うためには、フィードのためのXML

ファイルをRSS 2.0またはAtomの規格に従って

記述する必要がある（57ページも参照）。そして、

そのXMLファイルとMP3ファイルをウェブサー

バー（HTTPサーバー）にアップロードしなければ

ならない。リスナーはそのサーバーから必要とな

るデータを購読し、音声ファイルをダウンロードす

る。このプロセスを容易に実現するために、最も

複雑な作業とされているXMLファイルの自動生

成を謳ったホスティングサービスが、米国では相

当数出現している。ブログのホスティングシステム

を流用したものから、ポッドキャスティング専用の

ものまで、実にさまざまなサービスが利用できる。

最近では、アップルの発表した拡張ポッドキャスト

に対応したサービスも登場した。

そのさまざまなサービスの中で注目すべき一例

を挙げると、Googleに買収されたBloggerの創業

者であるエバン・ウィリアムズ氏が設立したOdeo

社だろう。Odeo社は、制作のための編集ツール、

ディレクトリー、ホスティング、そしてアグリゲーショ

ンと、ポッドキャスティングに必要な機能をすべて

図4 Podsafe Music Network。ポッドキャスティング製

作者（ポッドキャスター）向けに、番組内で使用できる音楽を

無料で提供している。

http://music.podshow.com/

PodNovaと呼ばれるアグリゲーターがある。Pod-

Novaは、iPodderのコードをベースにしてOPML

のサポートを追加することにより、クライアントソフ

トとしてのPodNovaと、サーバー上のディレクト

リーとのインテグレーションを効率よく行える。

他方、リスナーが聴きたい番組を容易に探し出

せなくては、ポッドキャスティングが目指す理想的

なパーソナルメディアは実現できない。ここでもカ

リー氏が開発して運用を続けるipodder.orgが重

要な役割を果たしている。ipodder.orgは現在の

ところ、世界のポッドキャスティング番組を最も多

くリストしているサイトである。このシステムは、

純粋にポッドキャスティングのリストを管理するた

めの最小機能で作られており、洗練されたユー

ザーインターフェイスなどはあえて提供せず、逆に

世の中の多くのディレクトリーサービスが、このサ

イトが管理するデータを元にして、多様なサービ

スを提供できるような仕組みになっている。その

代表的な例はPodcastalley.comで、リスナーから

多大な人気を集めている。このサイトでは、ポッド

キャスティングのリストだけでなく、内容のレ

ビュー、投票による人気ランキング、カテゴリーに

基づく分類、単語による検索など、きめ細やかな

情報サービスを提供している。またこのエンド

ユーザー向けのサービスの背景には、iPodderの

ディレクトリーサービスが大きな役割を果たしてい

るという事実にも注目しておきたい。

コンテンツの制作側にも目を移そう。ポッドキャ

スティング制作者は音声の録音を行い、ミックスダ

ウン、そして最終的に音声ファイル（多くはMP3形

図3 IndiePodcasting.com。インディーズミュージシャ

ンが提供している最新の楽曲情報を、ポッドキャスティング

で試聴できる。

http://www.IndiePodcasting.com/

OPML：アウトラインプロ

セッサマークアップ言語。

いろいろなウェブサイトを

リストにして表現する規格

で、ウェブブラウザーの

「ブックマーク」が標準化さ

れたものと考えると理解し

やすい。

拡張ポッドキャストとは、

アップル iTunesでのコン

テンツ・管理に対応した、独

自拡張のポッドキャスト

データ。チャプターの設定

などができる。
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詰め込んだ欲張りなサービスを提供するとされて

いる。すべてのインフラを1社でまかなうという野

心的なサービスではあるが、現在のところ、編集

ツールはまだ未完成だ。全部の機能が協調して動

作するころには、非常に洗練されたサービスを提

供できるようになると期待される。

ポッドキャスティング業界団体

こうしたインフラやツール提供会社の多数の登

場を受け、今年4月にロサンゼルスのGuerrilla

Marketing International社と Jackstreet Media

社が中心となり、商業目的のためのポッドキャス

ティング（Nanocast）業界を推進する業界団体とし

て、International Nanocasting Alliance（INA）

が設立された。設立はメディア業界を中心とした

メンバーによって行われ、海外からのアドバイ

ザーも加わっている。

ポッドキャスティングの商業的な成功には、いく

つものハードルを乗り越える必要があり、このよ

うな業界団体が果たす役割は大きいと思われる。

INAは6月にポッドキャスティングのための商業的

な標準を確立するためのイニシアチブをとること

になった。当初から100社以上の企業がその標準

のサポートを表明しており、ポッドキャスティング

の商業利用に大きな注目が集まっている。

進化の先──モバイルと動画

デジタルカメラの出現によって写真の撮り方や

使い方が大きく変わったように、超小型のデジタ

ルレコーダーによって音声の録り方や使い方が大

きく変わってもまったく不思議ではない。デジタル

化することによって、情報の記録密度が高まる。

すなわち、必要な機器は非常に小さく、軽く、そ

して大容量になる。それが、非常にモビリティー

（可搬性）の高いメディアを実現する。そのモビリ

ティーを考慮すると、デジタル音声が携帯電話や

自動車の中に取り込まれていくことは、先を行く

動画や静止画の市場を見れば、ごく自然のことだ

と感じられる。

ケータイ先進国の日本を見れば、ケータイにデ

ジタル音声の再生／録音機能が標準装備される

のはそれほど遠いことではない。その時期が訪れ

れば、ケータイを使って録音、編集、配信、そして

再生を実行できるようになり、モバイルキャスティ

ングの時代が到来する。iPodの生みの親である

アップルはそのような使い方の可能性を考えたの

か、米モトローラ社とともにiPodと同様の機能を

持ち、iTunesと連携するケータイ端末「ROKR」を

リリースした（58ページ参照）。

一方、旧来のラジオ放送を楽しむ場所の代表で

あった自動車内にもデジタル音声メディアが到来

するだろう。米国の高級車市場では、すでに衛星

ラジオ装置は標準的なオプションになっている。

加えて昨年以来iPodを接続するアダプターをオプ

ション設定する自動車メーカーは後を絶たない。

私自身を含めてかなりの数のユーザーが、移動中

の車内でポッドキャスティングを楽しんでいるよう

だ。これまでラジオが果たしてきた音声メディア

の機能をポッドキャスティングが乗っ取った形であ

る。しかし今のところ、データ転送のためにiPod

とPCを接続する手間は必要とされる。将来的に

は、自動車の中に取り付けるデジタル音声プレー

ヤーを開発し、無線LANなどでのコンテンツへ

の接続を可能にすれば、既存のラジオ放送システ

ムを超える利便性が得られよう。

ポッドキャスティングは、音声をまとめてデジタ

ルデータとして格納しておき、必要なときにその

データを音声に戻して再生する。そういった蓄積

型放送メディアを考えたとき、音声の次に動画が

やってくることは十分に予想される。もちろん、

ネットワークの構造、著作権、コストなど、実現ま

でのハードルはいくつも存在する。しかしながら、

より個人の要求に忠実なパーソナルメディアの発

達のためには、蓄積型システムの持つ低配信コス

トは不可欠なのではないだろうか。すでに企業、

もしくは団体によるインターネットを使った蓄積型

動画の配信システムの実験が行われている。その

1つでNPOのParticipatory Culture Foundation

（PCF）は今年8月、Mac OS X上で動作する蓄積

型動画配信システムDTVを発表した（図 5）。

PCFはレコードレーベルによる音楽ビジネスの寡

占に反対するNPOのDownhill Battleから派生

した団体である。現在はベータ版の配布を行っ

ており、ウィンドウズ版も近く公開の予定である。

このDTVは、ポッドキャスティングのアグリゲー

ターとほぼ同じ機能を果たす。つまり、DTVを
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で、ポッドキャスティングのホスティングに関する実

証実験を開始した（図6）。

ブログに始まったパーソナルメディアは、ポッド

キャスティングという音声メディアに波及し、今後

は動画によるビデオキャスティングの出現も予想さ

れている。もしかしたら、これら以外にもパーソ

ナルメディアの一角をなす別のメディアが現れるか

もしれない。これらの個別のメディアは、ユー

ザー自ら参加することで加速度的に発達し、これ

までにない独自の世界を作り上げていくだろう。

しかし、本当のパーソナルメディアの力はこれら

のメディアが互いの強さを引き出し、弱さを補完

し合うことで発揮される。安価で強力なパーソナ

ルメディアが複数出現することにより、マルチメ

ディアの意義や、MITメディアラボのネグロポンテ

教授が唱えた「インダストリーコンバージェンス」の

意味を、再び深く考える必要に迫られそうだ。

図6 California Casting（開発中の画面）。オープン・個

人・アイデアをキーワードに、シリコンバレーと日本のコラ

ボレーションでシステム開発・情報発信がなされている。

http://www.cacasting.net/

使って自分の見たいチャンネルを登録しておくと、

RSSフィードを使って自動的に新しいコンテンツを

ダウンロードする。ダウンロードが終われば、ユー

ザーはDTVを使ってそのコンテンツを再生する

ことができる。これが、ソニーのPSPのような

ポータブルビデオプレーヤーとの連携を可能にす

ればVideocastingの出来上がりだ。このような動

画の配信システムが今後テレビと融合していくこ

とで、長い間待ち望まれたインターネットテレビ

が、本当に使い勝手がよく低コストなものとして実

現する可能性は十分にある。これがポッドキャス

ティングの台頭の先に透けて見える。

また、ポッドキャスティングが極めて低コスト配

信であることは、ある特定の少数ユーザーに対し

てだけコンテンツ配信が可能であることも意味す

る。例えば、ある企業の社員だけに特化した放送

を行うことで、社内のコミュニケーション向上に利

用できる。インターネットに対するイントラネットで

あると考えればよいだろう。教育機関では学校ど

ころかクラスやグループの単位でも利用が可能に

なるはずだ。音声という、強い個性を持つメッ

セージを送ることで、リスナーに非常に強い印象

を残せる。メッセージが強ければ、その結果は良

いフィードバックとなって現れ、インタラクテビィ

ティーはさらに高まるはずだ。

これら多様なポッドキャスティングの応用が現実

化していくためには、録音、編集ツール、アグリ

ゲーター、ホスティングを含むインフラやツールの

さらなる進化が不可欠である。その進化に貢献す

るために、我々もCalifornia Castingというサイト

図5 Odeo。まだ未完成で開発途中ではあるが、ポッド

キャスティングの検索や作成などのすべてのサービスを提供

する。

http://www.odeo.com/

文中で紹介したウェブサイト

the INQUIRER http://www.theinquirer.net/

The Dawn and Drew Show http://www.dawnanddrew.com/

The MacCast http://www.maccast.com/

Inside Mac Radio http://www.insidemacradio.com/

Open Source Sex http://violetblue.libsyn.com/

Participatory Culture Foundation（PCF） http://participatoryculture.org/

外村 仁（ほかむら ひとし）
元アップルコンピュータ（株）マーケティング本部副本部長。

シリコンバレーでの創業経験を持ち、現在First Compass

Groupでインキュベーションとコンサルティングを行う。

hitoshi@firstcompass.com
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国内事情①～iTunes Music Store前夜

林 信行　

P o d c a s t i n g

ストリーミング放送から
キャスティングへ

米国では昨年から注目を集めているポッドキャ

スティングだが、日本で本格的に注目され始めたの

は、8月4日のiTunes Music Store Japanの発表

からだ。しかし、それまでの日本にポッドキャス

ティングがなかったかというと、そういうわけでも

ない。そもそも日本では、ポッドキャスティング以

前から音声コンテンツについては積極的な取り組

みがよく見られた。

1990年代中頃は、RealAudioなどのストリーミ

ング技術を使ったインターネットラジオ放送に大き

な注目が集まった。日本では米国などに比べて本

物のラジオ放送の免許が取りにくいが、インター

ネットを使えば周波数の割り当てや免許を気にせ

ずに、好きな放送局を持てる。この機会に、放送

局や出版社などが飛びついた。

インプレスの「インプレスラジオ」（図7）やアス

キーの「ラジ@」など、IT系出版社などを中心に

した実験的ラジオ放送局が数多く立ち上がった。

インターネットを使った新しいラジオ放送の可能

性については、ラジオのパーソナリティーを務め

るモーリー・ロバートソン氏も早くから注目してい

た。同氏は1997年から何回か、中国やモロッコか

ら個人で実況番組を放送する試みを行った。現

地で録音して編集した音声ファイルをReal Audio

形式で書き出し、音響カプラーやモデムを使って

サーバーにアップロードしていた。

同氏は当時を振り返って、ストリーミング放送は

「プレーヤーの設定も難しいうえに、パソコンを使

わないと聞くことができず、聴取可能なリスナー

の数が少なかった」と告白している。

インターネットのラジオ放送から、この聴取の難

しさを取り払い、iPodに入れて外出中でも聴ける

身近さを加えたのが、2004年中頃に米国で誕生

したポッドキャスティングだ。

国内でもこの頃から、欧米インターネット事情に

精通したユーザーたちがポッドキャスティングを話

題にし始めていた。しかし、この時点でポッド

キャスティングの配信をするのは簡単ではなかっ

た。というのも、当時のブログシステムのほとんど

が、まだポッドキャスティング配信に必要なRSS 2.0

のEnclosureタグ仕様をサポートしていなかった

からだ。インターネットの最新トレンドに敏感なプ

ログラマーやハッカーたちが日々、RSS 2.0や

Enclosureタグ仕様について、情報や意見の交換

を行っていた。

2005年に入ると、米国で Movable Typeで

Enclosure付きタグを書き出せるようにする「MT-

Enclosure plugin」や無料サービスの「Feed-

Burner」が登場する。日本でもこれを使ってポッド

キャスティングの配信を試す人が出始めた。また

同じ頃、日本でもポッドキャスティングに対応した3

つのホスティングサービスが産声をあげる。「ケロ

ログ」「デジオ」「Seesaa Blog」の3サービスだ。
図7 インプレスラジオ（現在はimpressTVに発展）。当時

はこのほかにも IT関連の出版社やラジオ局が音声ストリー

ミング番組を提供していた。
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図9 デジオ。もともとはMP3形式の音声ファイルを掲載

するだけのサイトだったが、すぐにポッドキャスティングに

も対応した。

http://dedio.jp/

図8 ケロログ。声のブログ=ボイスブログとしてサービス

を提供。2004年末には開発者向けという形でポッドキャス

ティングのホスティングサービスを始めていた。

http://www.voiceblog.jp/

日本にポッドキャスティングを
広めた3つのサービス

「ケロログ」は、大阪のボイスバンクが2004年秋

頃から開発を始めたサービスだ（図8）。同社はも

ともとVoiceXMLなどを活用したソリューション

開発に取り組んでおり、2004年6月には電話とパ

ソコンを利用して「声のホームページ」をつくる

「声記」というサービスを始めている。

ポッドキャスティングのホスティングサービスを目

指した「ケロログ」は、2004年末に会員数を絞っ

た開発者向けリリースを行い、2005年 2月末に

ベータサービスを、4月に本サービスを開始した。

パソコンで録音したファイルを掲載するだけで

なく、電話で残したメッセージをポッドキャスティ

ングで公開することも可能になっている。代表取

締役の木ノ川義英氏によれば、留守番電話の気

軽さを再現することで「声で番組を配信する」こと

の敷居の高さを拭うことも目的だったという。

一方の「デジオ」の出発点もポッドキャスティング

以前に遡る。「デジオ」は、漫画家兼映像作家のタ

ナカカツキ氏が始めたウェブサイトで、最初はた

だ同氏がDVカメラで録音したMP3ファイルを毎

日掲載しているだけの日記的なサイトでしかな

かった。サイト名の「デジオ」は「でっちあげラジ

オ」の略で、個人ウェブサイトで公開される「ラジ

オ風ひとりしゃべり音声ファイル」を指していたと

いう。その後、同じような番組を持とうとする有

志が続々と登場し、そうしたデジオ番組のポータ

ルサイト、「デジオの宇宙色々」がスタート（図9）。

それに合わせて同社では、誰でも簡単にデジオ放

送を始められるように「簡単デジオツール」という

ブログサービスの提供を始めた。そこへポッド

キャスティングの波がやってきた。

「簡単デジオツール」の開発者たちは、2005年

早々に同サービスをポッドキャスティングのEnclo-

sureタグに対応させた。これに合わせて「デジオ

の宇宙色々」でも「簡単デジオツールで配信して

いる番組のみポッドキャスティングに対応」したこ

とを謳った。

シーサーの「Seesaa Blog」は、その名のとおり

ブログサービスとしてスタートしている。会社規模

が小さい分、小回りが効き、インターネット上で新

しい面白そうなトレンドがあると、その機能をすぐ

に自社開発して取り込んでいた。そんな同社に

とってポッドキャスティングも無視できないトレンド

の1つだった。そこで同社では2005年 2月に、

RSS 2.0への正式対応を果たし、「Pod♪Cast」と

いう新カテゴリーを設置する。このカテゴリーの

RSSを購読することでポッドキャスティング放送が

聞けるという仕組みを用意した。

同社ではその後も、文字として打ち込んだブロ

グ記事を音声合成の機械読み上げ音に変換する

サービスなど、新しいサービスを積極的に展開す

る。これにより話すのが苦手な人でも、テキスト

をコンピュータに読み上げさせる形でポッドキャ

スティングに参加できるようになった。また4月に

は、ポッドキャスティング番組の購読や試聴ができ
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図11 GarageBand Users Club。Macの作曲ソフト

GarageBandで作った音楽を提供。非商用利用なら再利用

可能なものが多い。

http://gbuc.net/

図10 Creative Commons Search。クリエイティブ・コ

モンズで提供されているコンテンツ（音楽を含む）を検索で

きる。

http://search.creativecommons.org/

る無料ソフト「RSS対応ラジオ」の配布を開始する

など、ポッドキャスティング普及に尽力した。

黎明期は個人番組が主体

米国では早くからラジオ局や企業、政治家も

ポッドキャスティングに目を付けていたが、日本で

黎明期のポッドキャスティングを支えたのは熱心な

個人ユーザーによるミニコンテンツだった。

国内でポッドキャスティングに真っ先に飛びつい

たのは、自分でラジオ番組を持ってみたいと思っ

ていた層や、それまでつけていたブログ（日記）を

声でも発信したいと思う個人ユーザー層だった。

ここで問題になったのが、楽曲の利用だ。ラジ

オ放送を模倣するからには、当然、番組中で曲を

流したい。しかし、ポッドキャスティング番組中で

の楽曲利用については、業界でもまだはっきりと

したルールが決まっていない。

社団法人日本音楽著作権協会JASRACは、こ

れは「ダウンロード配信」にあたるという見解を示

しているが、これに準じて楽曲を提供するとなる

と聴視者の数に比例して増える使用料を払わね

ばならず、これはかなりの高額になる可能性もあ

る。そこで注目を集めたのが、新しい著作権の枠

組みの「Creative Commons」と、アップルが提供

するMac付属の作曲ツール「GarageBand」だ。

当時、既に米国の Creative Commonsや米

Yahoo!社が無料で利用できる音源の検索を可能

にしていたため、初期のポッドキャスティング配信

者の多くがこれに群がった（図10）。

一方、Macを使うユーザーは、GarageBandで

自分の声を録音し、同ソフトにあらかじめ用意さ

れたループ（音の素材）などを組み合わせて凝っ

た番組を製作し始めていた。

やがて、GarageBandユーザーが集うGarage-

Band User Clubが、メンバーが公開した登録曲

をCreative Commonsで公開し始める（図 11）。

多くの曲がウィンドウズでも再生可能なMP3形式

で提供されたため、ウィンドウズを使うポッドキャス

ティング制作者たちからも重宝されるようになる。

また最近では「Podsafe」な曲、つまりポッドキャ

スティングで流しても安心な楽曲を紹介するウェブ

サイトが日米でいくつか立ち上がり始めている

企業の参入を阻んでいた障壁

一方、2005年初期の時点で、日本の企業やラジ

オ局の中にもポッドキャスティングに関心を寄せる

人はいた。しかし、事業として見てみると、やは

り著作権関係の問題が大きな障壁として立ちはだ

かっていた。

番組中で使用する楽曲の問題もあったが、日本

では外部のプロダクションに依頼して作らせてい

るラジオ番組なども多い。こうした会社と交わす

契約書で、再放送や再配信をする場合の権利な

どが明文化されていないことも多く、権利関係が

複雑だったのも大きな要因だといわれている。そ

れに加えて、ラジオ局では番組がそのままパソコ
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ンに蓄積されるというポッドキャスティングの蓄積

型放送という仕組みに対しての抵抗感が強かった

という（モーリー・ロバートソン氏談）。このため、

蓄積されないストリーミング放送には寛大な番組

でも、ポッドキャスティングについては難色を示す

ことが多かったという。

もっとも、これはかなりインターネットに精通し

た人の話で、2005年初めの時点では、ラジオ業界

でもほとんどの人は「ポッドキャスティング」という

言葉もその中身も知らないのが現実だった。ラジ

オ局の運営者たちも、政府も後押しする地上デジ

タルラジオ放送にはそれなりの関心を示したが、

それだけにポッドキャスティングには取り組んでい

る余裕はなかったというのが実情だろう。

そうした状況に一石を投じたのが2月8日のラ

イブドアによるニッポン放送株取得騒動だ。ライブ

ドアの最終目標はフジテレビジョンの獲得だった

が、その一方で、ニッポン放送の資産を活用し、

インターネットを使ったラジオ放送にも取り組む意

思も表明していた。

堀江貴文社長は買収直前の2月4日に自身のブ

ログで、ライブドアが提供する「ねとらじ」を近々

ポッドキャスティングに対応させる計画も発表して

いた。「ねとらじ」は、同社が提供していた個人で

のストリーミングラジオ放送を可能にするサービス

で、国内では最大規模の利用者を抱えている。ラ

イブドア騒動が連日報道される中、ポッドキャス

ティングなどの新トレンドがテレビや雑誌でも少し

ずつとりあげられるようになり、それに合わせて

番組配信に乗り出す個人も急速に増え始めた。

冒頭で紹介したモーリー・ロバートソン氏も、4

月頃から自身のブログにMP3ファイルを掲載し、

手探りながらポッドキャスティングに乗り出した。

ニフティの参入で勢いづく
ポッドキャスティング

2005年春頃になると、ブログサービスなどを提

供するISPの側でも、ポッドキャスティングに注目

せざるを得なくなってくる。そんな中、もっとも早

く大胆な行動に乗り出したのがニフティだった。

同社は7月7日、「Podcasting Juice」というウェブ

サイトを立ち上げ、ポッドキャスティングの番組紹

介とポッドキャスティング配信ツール「Podfeed」の

無償提供を始めた。どちらのサービスも、当時の

日本では切望されていたものだ。

春以降、ポッドキャスティングに対応したブログ

サービスは少しずつ増え始めていたが、面白いコ

ンテンツを見つけるには、こうしたサービスのポー

タルサイトを1つ1つ見て回らないといけない。

6月末には、アップルがポッドキャスティングの番

組紹介機能と購読機能を搭載したiTunes 4.9を

サイト名 概要 URL

pcas.jp（ピーキャス） http://pcas.jp/

OTO33 http://www.oto33.jp/

PODCAST navi http://www.podcastnavi.com/

Podcasting Juice http://www.podcastjuice.jp/

podcast.jp http://podcast.jp/

Seesaa http://blog.seesaa.jp/

ケロログ http://voiceblog.jp/

デジオの宇宙色々 http://dedio.jp/

ねとらじ http://top.ladio.livedoor.com/

表2 ポッドキャスティングコンテンツを提供するポータルサイト。ポッドキャスティングが注目を集めるのに伴って、ポータルサイトもさまざまなものが登場してきている。

アクセラートジャパンが開設したサイト推薦方式のポータル。PCとケータイに対応。各端末に対応した音声ファイル
に変換してくれるので、ポッドキャスティングをケータイでも楽しめる（FOMA、au WIN、Vodafone 3Gに対応）。

ユーザーによる番組投稿を集めたポータルサイトで、ブログを持っていないユーザーでも音声ファイルの公開ができる。
カテゴリー別以外に、お気に入りのユーザーのRSSも購読できる。現在MP3ファイルのみ対応で、1ファイル4MB
までの制限あり。

スタッフが話題の番組を選択。25に分けられた番組カテゴリーは、コメント付きで内容を確認しやすい。審査が必要だ
が個人で登録することもできる。

企業と提携したポッドキャスティングを中心に、独自の番組も配信。無料サービスの配信ツール「Podfeed」を利用する
と、ブログにポッドキャスティング用のバナーを設置してランキングに参加できる。

ポッドキャスティングを誰でも手軽に行えるのを目的とした、無料、容量無制限のポッドキャスティング対応ブログサー
ビス。誰でも登録してオンラインラジオステーション（ブログ）を開設できる。

テキストを合成音声のファイルに変換する機能がある。音声ファイルはアップしてブログにリンクを張ると自動的に
RSSを出力してくれる。その他、タグを埋め込むだけで設置できるMP3再生機能を持ったRSSラジオやオリジナル
のRSSリーダーを用意している。

ボイスバンク運営の音声再生可能なブログ。録音機材が無い人でも、電話で音声を録音できるサービスを提供。企業が
スポンサーとなる番組サイトの構築やポッドキャスティングサイトの開発なども行う。

200以上の個人配信の番組が登録されていて、トップページにはサイトがずらりと並び、最近更新された内容を5つま
で一覧表示。

ストリーミングとポッドキャスティングの2種類の放送に対応したライブドアのネットラジオ。ラジオNIKKEIやライブ
ドア動画ニュースの音声版、アーティストの番組を配信。制作者向けにフリーのツールを紹介し、ポッドキャスティング
利用法を解説している。
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リリースしていたが、当時はまだ日本向けのコン

テンツはほとんどなかった。

そんな中、ニフティが始めた「Podcasting Juice」

では、誰もが簡単に番組を登録できた。また日本

語の番組だけに絞った人気ランキングも表示され

るために面白い番組が見つけやすく、聴視者を一

気に増やすのに貢献した。一方、配信ツールの

Podfeedも番組の増加に貢献した。

ポッドキャスティング対応ブログが増えていたと

はいえ、世の中のほとんどのブログサービスは、

まだ RSS 2.0の Enclosureタグに対応していな

い。Podfeedは、そうしたブログの更新状況を

チェックし、RSS 2.0を生成してくれるサービス

だ。つまり、ポッドキャスティングに対応していな

いブログサービスでも、このサービスを併用する

ことで、配信が可能になったわけだ。

Podcasting Juiceは後発ではあるが、ポッド

キャスティングそのものの啓蒙にも大きく貢献し

た。InterFMなどのラジオ局や雑誌『SOTOKO-

TO』を巻き込んだオリジナルコンテンツを提供し

て、目立つバナーを用意したのもうまかった。夏

以降、このバナーが著名ブログに次々と貼り出さ

れたこともポッドキャスティングの聴視者を増やす

のに大きく貢献したはずだ。

Podcasting Juiceの

「ジュース」は、ジューク

ボックスのジュークからき

ているという。ジュークだ

と普通すぎるので、「似た感

じでフレッシュさのある言

葉」として、ジュースになっ

たんだとか。

インフラを提供してブームを仕掛ける～ニフティ～

ポッドキャスティングというものが米国でブームになっているらし

いと知り、今年に入ってから具体的な企画の検討を始めました。ニ

フティでは、これまでブログの「ココログ」を提供してきましたが、

そのブログの進化形としてポッドキャスティングをとらえています。

まずはコンテンツがないことには始まらないと考え、配信の仕組み

を提供することにしました。また、一般ユーザーの注目を集めるた

めには、著名人によるメジャーなコンテンツが必要だということで、

大手ラジオ局や出版社、タレントの方に企画を持ちかけました。コ

コログをスタートしたときに、眞鍋かをりさんなどに書いていただ

いて注目を集めることができましたが、それと同じ手法です。

反応も、ラジオ局とそれ以外ではけっこう異なっていました。ラジ

オ局の方は、ポッドキャスティングをよく理解していて、インター

ネットの活用自体にも積極的でした。ただ、もともと放送事業をさ

れていますから、著作

権の問題やリスナーが

存在しているか分から

ないという状況のため

に慎重でした。それ以

外は、逆に一から説明

する必要がありました。

そのあとは交渉にも時

間はかからず、面白そ

うだと積極的にご協力

いただきました。

社内で企画を立ち上げるにあたっ

て、いちおう年内に数万規模の市

場になるだろうと予想はしました。

ただ、それ以上に新しいビジネス

の可能性も期待できるということで、テストマーケティング的に

Juiceをやってみようということになりました。

Podfeedは、ブログを持っていれば利用できますが、今後はココロ

グ自体でもポッドキャスティングをサポートしていく予定です。その

場合、より簡単に配信できるような機能を盛り込むことも考えてい

ます。Podfeedのほうも、引き続き無料で提供していく予定です。

どの時間にどんなコンテンツにリクエストがあるかといったユー

ザーのログが採れますから、これは弊社にとっても価値があります。

広告媒体として、企業からの問い合わせがけっこうありますし、自ら

も番組を立ち上げたいという企業も多いです。現在、可能性があり

すぎて逆にフォーカスしきれていないのですが、ビジネスになりそ

うな手ごたえは感じています。

コンテンツを有料課金で提供することも、「有料でも聴きたい」とい

うユーザーの方もいますので可能性はあります。ただ、課金のため

にDRMなどを使うと、使い勝手が落ちてしまいますので、どういう

やり方がよいのかを考えているところです。

RSSを応用したビジネスはまだまだ可能性があります。iTunesは、

実は日本で一番多く利用されているRSSリーダーという見方もで

きます。テキストも画像も動画も扱えますし、課金のシステムもあ

る。大きな可能性を秘めていると思いますよ。

ニフティ株式会社
サービスビジネスグループ
コンシューマメディア部
清水 孝治 氏

c o l u m n

取材：編集部

突如スタートしたポータルPodcasting

Juice。配信ツールのPodfeedも提供する。

http://www.podcastjuice.jp/
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国内事情②～課題を残しつつ急速に普及

林 信行　

P o d c a s t i n g

iTunes Music Store Japanの登場

7月初めのPodcasting Juiceの開始から、8月

初めのiTunes Music Store Japanの発表までの1

か月間で、日本の状況は大きく変わり始めた。

アップルとの水面下の交渉があったのか、7月

末から8月初めには、人気ウェブサイトの「ほぼ日

刊イトイ新聞」、B'zや倉木麻衣らが所属する大手

レーベルのBeing、吉本興業、TOKYO FM、映

画配給会社のGAGAが立て続けにポッドキャス

ティングでの番組配信を発表している。

8月4日の iTunes Music Store Japanの発表

は、日本の音楽業界とIT業界が注目するイベント

になった。iTunes Music Storeは既に世界的に

成功していたが、日本では計画はあるとしながら

もなかなかサービスが始まらなかった。新聞や雑

誌は、連日、著作権団体や音楽レーベルによる陰

の圧力を報じていた。そんな中、ついに実現した

国内サービスの開始だ。おまけに発表の講演を

行うアップルのスティーブ・ジョブズCEOも、すい

臓がんをわずらい国内のプレスの前に姿を現す

のは1年半ぶり、大聴衆の前での講演となると

2002年のMacWorld EXPO/Tokyo以来となる。

発表会場となった東京国際フォーラムには、日

本中から約 2000 名のマスコミと音楽及びコン

ピュータ業界関係者が招待されたが、彼らの関心

は否が上にも高まっていた。

この注目が集まる講演で、ジョブズ氏はポッド

キャスティングも、しっかりと時間を割いて紹介し

た（図12）。

新しい iTunes Music Storeの一機能として、

ポッドキャスティングの番組検索や購読機能も組み

込まれていることを強調し、さらに同サービスに

合計1万のポッドキャスティング番組が登録されて

いることも発表した。

ジョブズ氏は登録されているポッドキャスティン

グ番組の例として、東京のinterFMやJ-Wave、大

阪の FM802、ラジオ NIKKEI、吉本興業、

SOTOKOTO、海外番組ではDisney、BBC、CNN

などのメジャーブランドを中心に紹介した。

以前からポッドキャスティングを知っている人

は、日本では著作権の問題から個人放送しか行わ

れていないというイメージが強く、動向を無視し

ている人も増えていただけに、この発表が持つイ

ンパクトは大きかった。

広がりを見せ始めた
ポッドキャスティング

iTunes Music Store Japanのデビュー後は、

ポッドキャスティング番組の数がさらに勢いよく増

え始めた。

個人放送はもちろんだが、ローカルラジオ局な

ども次々とポッドキャスティングに乗り出した。ま

た缶コーヒーの「ジョージア」（図13）がポッドキャ

スティングを使ったマーケティング展開を開始した

り、ISPとラジオ局、ISPと有名人のコラボレー

ションによる番組も増え始めた。さらにポッドキャ

米調査会社のフォレス

ター・リサーチは 8月 10

日、2010年までの米デジ

タル音楽市場の予想を発表。

その中でポッドキャスティ

ングは、1230万世帯（全

世帯の11%）で利用される

という調査レポートを発表

している。

図12 8月4日、iTunes Music Store Japanの発表を

行ったスティーブ・ジョブズ氏は、1万のポッドキャスティン

グコンテンツも用意したことを発表した。
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図14 米国でいち早く音声ブログに取り組んでいたAudio

Blog。提携したJ-ストリーム社は同サービスの課金システ

ムにも期待する。

http://www.audioblog.com/

図13 缶コーヒーのジョージアは、ポッドキャスティング

を使った商品プロモーション番組のDream Navigatorを開

始した。

http://dream-navigators.cocolog-nifty.com/

スティング動向が進んでいる海外企業と提携する

企業も少しずつ登場し始めている。

ストリーミング放送やウェブコンテンツの制作、

ウェブホスティングなどを行うJストリームは、米国

Vocal Space社との提携を発表した。Vocal

Spaceのサービス「Audio Blog」（図14）は、ポッ

ドキャスティングが広まる以前から音声ブログの

サービスを提供していた草分け的存在で、電話か

ら声を録音して公開できるmobcastingなどの

サービスも提供していた。両者は11月頃に試験

サイトを開設して、2006年 1月頃から本格的な

サービスを開始する予定だ。

ラジオNIKKEIやIneterFM、J-WAVEなど大

手ラジオ局の中には、1社で複数の番組を提供す

るところも少なくない。もっとも、こうした状況が

いつまで続くかについては疑念を抱く人も多い。

ラジオ局が行っているポッドキャスティングにし

ても、今日では著作権や広告の関係から、ラジオ

用に作られた番組をそのまま再配信することは難

しい。テレビやラジオで放送される広告は、放送

される地域なども指定した形で提供されている。

このため同じ広告がスポンサーが意図しない地

域で流れることは好ましくないのだ。

つまり、ラジオ局が行っているポッドキャスティ

ングも、ほとんどはオリジナルのものか、それなり

に編集で手を加えたものになっており、それなり

の労力がかかっている。

しかし、それにもかかわらず、現状ではポッド

キャスティングに広告を打つスポンサーはまだ少

ない。また、今のところ有料番組を配信するため

の課金の仕組みも用意されていない。

ポッドキャスティング課金と
広告モデル

先のJストリームとAudio blogの提携も、この

課金の部分に目を付けたものだ。具体的な方法は

明かされていないが、Jストリームでは、通常の無

料放送に加え、小説、ニュース、落語など有料コ

ンテンツの配信も予定しているという。

一方、この有料配信の仕組みをいち早く提示し

ているのがオーディオブックの会社として有名な

米Audibleとケロログを運営していたボイスバン

クの2社だ。

Audibleは、もともとベストセラー書などの朗読

コンテンツなどオーディオブックを中心に発売して

いたが、米Wallstreet Journal紙などの新聞や、

FORTUNE、New Yorkerといった雑誌の朗読

コンテンツの配信を始めると、これが大きな人気

を呼んだ。それ以来、同社では人気ラジオ番組な

どを加えた購読型番組の拡充に力を入れている。

Audibleの購読型コンテンツはもともとRSSな

どを使っておらず、ユーザーが配信日に手動でダ

ウンロードをするという形式になっていたが、最

近ではユーザーごとに購読している新聞や雑誌

の更新状況をひとまとめにしたRSSを提供してお

り、これを iTunesなどに登録することでポッド

キャストティングと同様の手軽さで最新番組を聞く

ことができる。ただし、iTunes Music Storeで

は、こうした購読型コンテンツの販売はまだ米国
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でも実施されていない。

まだあまり表立った動きはしていないが、Audi-

bleは既に日本法人も作っている。iTunes Music

Storeで提供されているオーディオブックは、すべ

てAudible Japanが提供しているものだ。

今後、Audible Japanが公式のウェブページを

開設するか、Audible の購読型コンテンツが

iTunes Music Storeでも販売可能になったあか

つきには、ポッドキャスティング放送と課金システ

ムが結び付くことになりそうだ。

一方、ボイスバンクでは「アリゲーター」と呼ば

れる独自のクライアントソフトを用意して、課金シ

ステムを作ろうとしている。

アリゲーターはもともとiTunesなどと連携して

Windows Media以外のダウンロードデータは外

部プレーヤーを使って再生する仕組みになってい

る。そのため音声だけに限らず、動画やPDFな

ど、その他のデータ形式も織り交ぜた課金機能付

き情報配信システムとして使うことができそうだ。

代表取締役社長の木ノ川氏は、デジタルデータ

だけでなく「実際に手で触れるブックレットなども

織り交ぜ、アーティストのプロモーションなどを展

開していきたい」と抱負を語っている。

一方、無料で質の高い放送を持続していくに

は、広告も必要だ。これについてはスポンサー探

しも重要だが、そもそもポッドキャスティングの広

話題のiPod nanoが発表さ

れたのは、9 月 7 日（58

ページ参照）。以前から任天

堂がゲームボーイ・ミクロ

を9月13日に発売すると

発表されていた。miniの次

はmicroときそうなものだ

が、nanoとなったのは意識

してのことだろうか。

iPodの販売にも大きな影響を与えるポッドキャスティング～アップル～

ポッドキャスティングの動向で見逃せないのがiPodの動きだろう。

米アップルコンピュータ副社長のグレッグ・ジョスウィック氏は、

「ポッドキャスティングの利用が拡大すれば、それは、iPodの売れ行

き拡大に直結する。iPodそのものの利用価値が高まることになる」

と語り、iPodによるポッドキャスティングの利用拡大に期待する。

「つい最近までは、ポッドキャスティング配信サイトは3000程度

だったが、わずか数か月で約1万5000にまで拡大している。平均

すれば、1週間に1000サイトが誕生している計算だ。また、ポッド

キャスティングの利用者は、すでに700万ユーザーに達していると

いう報告もある。この勢いは、ますます加速することになるだろう」

とジョスウィック氏は見る。

特に今回発表したiPod nanoは、その小型軽量の開発コンセプトを

大命題とし、従来製品にはない携帯性を持たせたのが特徴。ポッド

キャスティングの利用促進にも大きく寄与するのは明らかだ。

米国での製品発表では、同社のスティーブ・ジョブズCEOが、ジー

ンズのコインポケットからiPod nanoを取り出して聴衆を驚かせて

みせたが、それだけの携帯性の実現はそのままポッドキャスティン

グの利用シーンを広げることにつながるといえる。

nanoのネーミングは、ナノテクノロジーの「ナノ」を由来としたもの。

「スモールとか、マイクロというレベルの小形化を目指したものでは

なく、それを遙かに超える小さいものを目指して開発した。これだ

けの小形化を実現したにもかかわらず、既存のiPodで実現した機能

は一切削っていない。iPod用に開

発された1000種類以上の周辺機

器も使える。ナノという名前に相応

しい製品が完成したといえるだろ

う。これによって、これまで iPod

に触れてこなった人たちにも、利用してもらえるようになるだろう

し、既存のiPodユーザーももっと気軽にiPodを持ち歩いてもらえ

る」と同氏。

この iPod nanoの携帯性とポッドキャスティングの組み合わせに

よって、携帯音楽プレーヤーの新たな使い方が提案されるといって

も過言ではないだろう。そして、同社は、ポッドキャスティングの標

準的ツールに、iPodを位置付けたい考えを示す。

ジョスウィック氏は、「アップルジャパンのワーキングチームが、

ポッドキャスティングの促進に向けて、日本のエンターテインメント

リーダーたちと話し合いを進めている。これによって、さらにユ

ニークなコンテンツが登場することになるだろう。アップルとして

も、ポッドキャスティングの普及を支援する体制を整えており、この

動きをさらに積極化させたい」と語る。

ポッドキャスティングの浸透が、iPodの普及戦略にも大きな意味を

持つのは間違いない。アップルは、iTunes Music Storeによる音

楽配信サービスを強化する一方で、ポッドキャスティングにも力を注

ぐ姿勢を見せ、すでにそのための一手を打ち始めている。

米アップルコンピュータ
iPodプロダクツワールドワイド
ブロダクツマーケティング担当
バイスプレジデント
グレッグ・ジョスウィック氏

c o l u m n

取材：大河原 克行 フリーランスジャーナリスト
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告はどうあるべきかという議論もある。

米Castfire社は、ポッドキャスティングに音声広

告を出したいスポンサーと、ポッドキャスティング

番組のマッチングを行うサービスだ。同サービス

に登録すると、自動的に番組の最初と最後に広告

が挿入され、ダウンロード数に応じた報酬がペイ

パルや小切手で支払われるという仕組みだ。

日本でもこれと同等のモデルやRSSそのものに

広告を織り交ぜるモデルなどの議論は見かける

が、具体的な動きはまだ顕在化していない。

切望されるガイドラインづくり

今日のポッドキャスティングには、番組中の音楽

利用など著作権関係の取り決めや、内容について

のガイドラインもまったくなく、ほとんどが放送者の

自主規制に委ねる形になっている。これも今後大

きな問題に発展していきそうだ。

まず著作権、とくに番組中の楽曲使用につい

て、米国では米国音楽著作権団体「ASCAP」が

ポッドキャスティングに配慮して、年間250ドルの

価格で、ネットで60秒未満の音楽を自由に流せる

という音楽許諾契約を用意している。また全米レ

コード協会（RIAA）も楽曲利用についての取り組

みを検討している。一説によれば、アップル社が

iTunes Music Storeで販売している曲について

はポッドキャスティング中で30秒まで利用できるよ

うに話をまとめているという情報もある。

いずれにせよ、米国ではポッドキャスティングの

活性化が音楽業界そのものも繁栄させるという考

大手ラジオ局が模索するネットの活用～TOKYO FM～

TOKYO FMが行っているポッドキャスティングは現在2つありま

す。1つは8月1日からスタートした「Honda SWEET MISSION」

です。本田技研さんがスポンサーで、ラジオ番組として月～金曜日

に放送されていますが、その番外編として土曜日にポッドキャスティ

ングのコンテンツを配信しています。目的はラジオ放送のプロモー

ションですが、新しいことに挑戦したいといった気持ちもあります。

もう1つは「なんだ礼央化RADIO!」という、ミュージシャンの土屋

礼央さんの番組です。これはJFN（全国FM放送協議会）加盟の38

局が共同で制作しているウェブサイト「Reco」の中にあるコンテン

ツで、ラジオ放送ではなくウェブだけで展開しており、ストリーミン

グとポッドキャストで提供しています。Recoはネットとラジオの融

合と相乗効果を狙った

もので、より積極的に

ネットを活用していこう

という試みです。

いずれもラジオ放送、

ストリーミング、ポッド

キャスティングのコン

テンツはそれぞれ別で

オリジナルのものです。

ラジオ放送のコンテンツを流用す

るというのは、まだいろいろと解決

していかなければならないことが

あります。例えば、タレントサイド

の見解などです。また、番組を作る側としては、リアルタイムで放送

するものとそうでないものでは楽しみ方や面白さが異なります。リ

スナーのシチュエーションに合わせると、別の作り方になってきま

す。

ポッドキャスティングはまだ始まったばかりで、ビジネスになるのか

どうかについても現段階では何ともいえないというのが正直なとこ

ろです。ただ、ネットの活用には大きな可能性を感じています。例え

ばライブストリーミングですと、同時に聴ける人数は限られますが、

リスナーの参加意識というものは非常に高く、ラジオ放送を超える

ものがあります。メールなどがリスナーからリアルタイムでパーソ

ナリティーに届くなど、リスナーとより密接な関係を築けるメディ

アです。

現在、ウェブやポッドキャスティングのアクセス数など、視聴データ

を分析し始めているところです。そのデータを元に媒体資料として

まとめ、例えばCM広告のようなものが成り立つのか、クライアン

トへの提案なども検討しているところです。

株式会社エフエム東京
クロスメディア事業局 専任局長
田村 光広 氏

c o l u m n

取材：編集部

「Reco」内にある「なんだ礼央化RADIO!」

http://reco.jfn.co.jp/
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図16 モビゾー。こちらもケータイ動画のメール投稿が可

能な動画ブログホスティングサービス。自分のブログに動画

コンテンツを組み込めるようになる。

http://www.movizo.com/

図15 FlipClip。国内で動画ブログのホスティングサービ

スをいち早く提供した。ケータイで撮影した動画をメールで

投稿できる。

http://www.flipclip.net/

え方で、楽曲を完全な形ではなく時間を決めて抜

粋することや曲の部分だけを特定して再生できな

いようにすることを条件に、音楽の再配信につい

ても柔軟な姿勢を見せようとする動きが出てきて

いる。Podsafeと呼ばれる、ポッドキャスティングで

使っても大丈夫な音楽を集めたサイトもこの動き

の1つだ。

これに対して、日本では今のところ目立った動

きはない。JASRACにしても、前述のように「ポッ

ドキャスティングはダウンロード配信」であるとの

見解を示しているが、決定的なものではない。

しかし、こうした状況を変えようとする動きが企

業の側から出始めている。8月頃から、著作権関

連の問題や番組内容に関するガイドラインの提案

を行う「ポッドキャスティング協会」を発足させよう

とする緩やかな動きもある。順調に進めば、ボイ

スバンクを事務局に、GMOメディア、NTTレゾナ

ント、ニフティなど十数社が参加する見込みだ。

音声番組を超えて

多くの企業が音声番組の流通手段としてのポッ

ドキャスティングに注目する中、いくつかの企業は

次の動きに注目し始めている。

まずは番組を聴くために使うデバイスについて

の動きだ。日本だけに限らず海外でも、他社の音

楽プレーヤーはポッドキャスティング対応に消極的

だ。iPodを連想させる「ポッドキャスティング」とい

う名前も要因の1つなのかもしれない。その代わ

り、iPodderなどのソフトを使うことで、これらの

デバイスでも番組を聴くことができる。

しかし、今後もっとも注目されているのが、

ケータイでの利用だろう。米国では9月にモトロー

ラ社の iTunes Mobile内蔵ケータイ「ROKR」が

発表されたが、日本ではピーキャスが、国内の3G

ケータイを使ってポッドキャスティングを聴けるよう

にするサービスを開始している。原理は簡単で、

ポッドキャスティングの番組内容を、3Gケータイの

音声ファイルに変換して提供するというものだ。

一方、コンテンツにしても、音声だけでなく動画

を使った番組配信に対応したサービスがいくつか

登場し始めている。

ブイキューブ・ブロードコミュニケーションが提

供するFlipClip（図15）や面白法人KAYACが提

供するモビゾー（図16）は、どちらもケータイなど

で撮影した動画を簡単に投稿できる動画ブログ

サービスになっている。ブロードバンドインフラの

充実やカメラ付きケータイの普及度を考えると、日

本はこうした動画ポッドキャスティングでは米国の

数歩先を行ける可能性も高い。

さらに、ポッドキャスティングや iTunes Music

Storeの仕組みを電子書籍の流通システムとして

活かしたいとするボイジャーなど、情報流通の仕

組みに見立てて、音声以外のコンテンツ配信に使

おうとする企業も少なくない。

ポッドキャスティングは今後、音声番組という枠

組みを超え、低コストの新しいコンテンツ流通手

段として普及することになるのかもしれない。

vlog（ビデオブログ）やビデ

オキャスティングは、密か

な注目を集めている。Fire-

ANTといった定番ソフトも

登場してきており、魅力的

な携帯プレイヤーが登場す

れば一気に爆発する可能性

もある。
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777@nifty Radio http://777nifty.cocolog-nifty.com/777nifty_radio/ ○

ABC News Nightline http://abcnews.go.com/Thechnology/podcasting/ ○

Airtist-Debut http://www.voiceblog.jp/artistdebut/ ○

BeachFM Podcasting http://podcast.beachfm.jp/

bonobosオフィシャルブログ http://www.bonobos.jp/

CNN News Update http://www.cnn.com/ ○
English as a Second Language Podcast http://www.eslpod.com/ ○

e-STATION SHUFFLE TASK BAR http://www.j-wave.co.jp/original/estation/ ○

GOOD MORNING TOKYO J.LEAGUE FROM THE PITCH http://www.j-wave.co.jp/blog/fromthepitch/ ○

Honda SWEET MISSION http://blog.excite.co.jp/sweetmission/ ○

i-morley http://morley.air-nifty.com/movie/ ○

InterFM Podcast-Better English with Catherine http://podcast.interfm.co.jp/catherine/ ○

nana-life http://www.nana-life.com/ ○

OKWeb ウェブサービス http://service.okweb.jp/community/webservice/

Podcast Music Japan http://www.podcastmusicjapan.com/

Podcast802 http://funky802.com/podcast802/ ○

radio Bonanza http://www.radiobonanza.com/ ○

Radio GEORGIA Special Dream Navigators http://dream-navigators.cocolog-nifty.com/ ○

Shinjuku Spoken Word Slam http://www.podcastjuice.jp/ssws/ ○

TOKIO HOT 100 http://www.j-wave.co.jp/blog/tokiohot100/ ○

XCOOL http://xcool.cocolog-nifty.com/ ○

犬と歩けば(湘南BeachFM PodCasting) http://podcast.beachfm.jp/dog/ ○

イングリッシュビタミン・ポッダー http://englishvitamin.com/podcast/ ○

英語リスニング.com http://www.eigolistening.com/ ○

クジラノイズ http://www.radiobonanza.com/program2/ ○

サエキけんぞうのポッドハンター http://www.saekingdom.com/ ○

『七人の弔い』独占インタビュー http://7tomurai.cocolog-nifty.com/interview/ ○

シネマPeople http://c.gyao.jp/ ○

ソトコト http://www.sotokoto.net/ ○

デイリーポータルZラジオ http://dpz.cocolog-nifty.com/dpr/ ○

日常英会話(ビデオ) http://www.station81.com/ ○

プレイヤーズ王国 http://players.music-eclub.com/players/podcast/ ○

ボイスブログ君 http://www.voiceblog.jp/askw1974/

ポートサイド・ステーション http://portside-station.net/ ○
ぽっどきゃすてぃんぐ落語 http://www.podcastjuice.jp/rakugo/ ○

ポッドキャスト説法 http://www.zengyou.net/podcast/

ほぼ日刊イトイ新聞 http://www.1101.com/ ○

矢野顕子 the gathering special http://www.thegathering.jp/podcast/ ○

よしもと・ハイブリッド・アワー http://radiozzz.com/ ○

ラジオNIKKEI http://pod.ladio.livedoor.com/mystation/?lid=nikkei_radio ○

番組名 内容 URL iTunesで公開
（9/19現在）

ニフティのパチスロ・パチンコ総合情報コミュニティー。最新機種や攻略情報、MC宮本賢二が実

戦する「昼休み1時間実戦」などを配信。

ABCのニュース番組「Nightline」をポッドキャスティングで配信。世界のニュースを届ける。

オンキョー株式会社が運営。インディーズレーベル所属アーティストの楽曲と情報を配信。所属

アーティストのライブイベントの様子や、Artist-Debut.netに登録されている楽曲を紹介する。

早くからインターネットラジオを取り入れている湘南BeachFMで放送中の4つの人気番組を、4

人のDJがそれぞれ放送。今年の8月からポッドキャスティングをスタートしている。

2001年結成のバンドbonobosメンバーブログ。メンバー5人による蔵出しトークをポッドキャ

スティングで配信している。

米国を中心に世界のニュースを配信。放送内容はもちろん英語。

英会話を学び、楽しみたい人のための英語教育放送。

J-WAVEで放送中の「e-STATION SHUFFLE TASK BAR」のポッドキャスト版。渡辺祐とみん

しるがDJを務める。

「J-WAVE GOOD MORNING TOKYO」ナビゲーターのジョン・カビラが最新サッカー情報を

ピックアップ。

月曜から金曜までTOKYO FMで放送中の「Honda SWEET MISSION」の番外編、土曜日版を配

信。世界のOLの生活を3人の探偵がレポート。

J-WAVEのDJも務めるモーリー・ロバートソンの番組。これまでラジオ放送でさまざまな実験

をしてきた彼が、河野麻子とともにお届けする。

使える英語だけをコンセプトに、世界一リアルな英語フレーズをストーリーの中で分かりやすく紹介。

美、料理、癒しといった、女性の快適な生活のための情報をお届け。「nana」はフランス語で「女の

子」の意。

Q&AサイトOKWebのコミュニティーから生まれた書籍「教えてください!!」を機械合成音声で朗

読。全文を複数回に分けて毎日更新して配信している。

株式会社ライツスケールによる日本人アーティストの紹介と、楽曲の一部試聴。「Bonnie Pink」

「TITAN Go KING's」「SXSW2005」などの楽曲を提供。

有名アーティストが登場するFM802の番組をダイジェストで配信。

朝日美穂がDJを担当する「クジラノイズ」をはじめ、音楽番組やドキュメンタリー、アーティスト番

組など、カテゴリー別に6つの番組を放送。

コカコーラのジョージア期間限定サイト。8/31まで毎日更新。オリンピック女子柔道金メダリ

スト谷亮子などのトップランナーをゲストに迎えて夢について熱く語る。

ライブハウス、新宿マーズ提供の番組。ラップ、ポエトリー・リーディング、アジテーション（演説）な

ど“言葉”を操るアーティストによるパフォーマンス・バトル！ アーティスト同士の白熱したパ

フォーマンスバトルをポッドキャスティング。

番組からピックアップした音楽を紹介。音楽ダウンロードライフのヒントに。

デジタル音楽放送局、MUSIC BIRD/SPACE DiVA提供のラジオ番組「XCOOL（エクスクール）」

をポッドキャスティングでそのまま配信。さまざまな業界のトップランナーをゲストに迎えてトーク

を送る。

湘南BeachFMのポッドキャスティングの1つ。犬天国の湘南を愛犬と歩いて見つけたペット事情。

シリコンバレーから発信する日常出会うリアルな情報が満載。日米文化の比較から、米国文化が見

えてくる。

オンライン英語リスニングのポータルサイト。ビジネス英会話からジョークまで、さまざまな英語

表現をダウンロードして学べる。

マイクを持ってアフリカや東秩父などへ行き、動物や虫の鳴き声、木を切り倒す音などの自然の音

を収録。フィールドレコーディング講座では音質の違いを解説。radio Bonanzaの番組の1つ。

ミュージシャン、作詞家、プロデューサーでもあるサエキけんぞうが、まつゆう、妹ミズタマの2人

と渋谷のど真ん中から最新情報を配信。

タレント・放送作家として活躍中のダンカンが監督に初挑戦した映画『七人の弔い』のスペシャルプ

ログラム。監督をはじめ出演者が映画の魅力や撮影秘話をインタビューで語る。

公開中、公開予定の作品の最新映画情報、取材模様やイベント後日談などをお届け。

スローライフを提案する雑誌、快適生活「ソトコト」で連載中のCD企画「Radio SOTOKOTO」を

放送。魅力あふれた地球の広さ、世界各地の支局からソトコトなニュースを届ける。

niftyの運営する人気情報サイト「デイリーポータルZ」ラジオ版。スタッフが独自の取材を行い、気

になること、？と思うような小ネタを提供。

街頭インタビューで米国直輸入の英語をお届け。英語と日本語訳を交えて単語を解説。

YAMAHAの送る音楽コミュニティー「プレイヤーズ王国」。オリジナル作品の公開や紹介をしている。

公開されている作品の中から、ダウンロード可能な作品をポッドキャスティングで聞ける。

小田急相模原から音楽とお笑いを配信する放送局。2000年開局のポッドキャスティング対応放送で、

ケロログで人気の時事情報をメインに展開するお笑いポッドキャスティング「ボイスブログ君」を制作。

近日開局予定の放送を先行テスト配信中。地域や分野別の話題、市民の作る特別番組まで。

注目の若手落語家がポッドキャスティングで古典落語の高座を開催。

白雪山善巧寺の僧侶の朗読によるポッド説法を配信。仏の心の教えを僧侶が伝えるポッドキャスト

説法。

編集長「糸井重里」が送る無料新聞。楽しいことならなんでもチャレンジ。みうらじゅんほか、有名

人も多数出演している。オリジナルグッズや書籍販売も。

シンガーソングライターでピアニストの矢野顕子がリハーサル現場や楽屋風景を声で届ける。

InterFMで放送中のよしもとハイブリッドアワーがインターネットに進出。TVでは見られない笑

いを配信。

ライブドアの「ねとらじ」でマーケット、株式、フットサル情報や、ライブドア堀江社長も登場した

「週刊！木村剛」を配信している。

人気のポッドキャストコンテンツ
iTunes Music StoreのPodcast Directoryで視聴ランキング上位のものをはじめ、ラジオ局が提供するもの、ニュースなど、人気のポッドキャスト番組を集めてみた。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



│ INTERNET magazine │ 2005 │ 11 │ 53

［ 特集 ］ポッドキャスティング

iTunes＋iPodはポッドキャスティングの夢を見るか

一躍ポッドキャスティングの標準ツールと

なったiTunesと iPodについて、現在の機

能や改善点、そして将来への期待について

考察してみた。

iTunesでは、音楽データの延長線上に考え

ることでポッドキャスティングをサポート

し、操作性も踏襲した。しかし、ユーザーか

ら見れば必ずしも通常の楽曲と同じように

使われるとは限らないため、ユーザーイン

ターフェイスに細かい不整合も見受けられ

る。必ずしもベストな視聴環境を提供して

いるとはいえないのだ。

まず、大きく欠けているのは、“流し続ける”

というスタイルのサポートだろう。ラジオ

やテレビといった既存のメディアが持つメ

リットの1つは、「視聴者が情報を受動的に

も受け取ることができる」点であり、能動的

な行動を要求するメディアとは一線を画し

ている。タイムシフト／オンデマンドとい

うラジオにはないメリットがある反面、現状

のiTunes＋ iPodには、ラジオが供給して

きたこのメリットは（今のところ）ない。

1 つのポッドキャスト番組が終わると、

iPodはリストの次のファイルを再生する。

聴き手にとってはこれが番組表であり、そ

の使い勝手に大きく影響を与える。現在の

iTunesは、iPodに番組を転送する際、必

ずしも時系列に沿って番組を並べるわけで

はない。同じポッドキャストからの番組を

並べてしまう。ユーザーが新しい番組だけ

を聴きたい時には、1つの番組が終わるた

びに、次にどれが新しいのかを探す必要が

ある。iPod上で番組の並び順をカスタマイ

ズできれば、ユーザーの使い勝手は飛躍的

に向上する。

いつでもどこでもを標榜するポッドキャス

ティングであるから、単に聴けるというだ

けでなく、好きなタイミングでの再生／中

断も必須の機能だが、この点は非常に良く

設計されている。個々の番組について中断

した位置を記憶しており、番組を再生する

と中断した位置から再生を開始する。しか

し、iPod自体はそのような機能は持ってお

らず、再生中のコンテンツを一時停止する

ことだけに限られる。つまり、他のコンテ

ンツを再生してしまうと、一時停止は解除

され、元の場所には戻れない。一方、特定

の番組を再生したかどうかは iTunes、

i P o d ともにきちんと記憶しており、

iTunesと iPodの間でもきちんと同期が行

われる。

当然だがハードディスクの容量には限界が

あり、iTunesにも iPodにも無限にダウン

ロードし続けることはできない。つまり、

ある時点で蓄積された番組を削除する必要

に迫られる。現在の iTunesでも自動削除

の機能を提供している。自動削除の設定は、

再生してない番組、最新の番組、もしくは最

新の番組（2～10個まで）を残すという非

常に単純なものだ。番組の配信時間から一

定の時間以内の番組を残す程度の選択は与

えられるべきだろう。また、ユーザーの要

求を考えるとチャンネルごとに違った削除

ポリシーが欲しくなりそうだ。内容を聞き

ながら、その場で自動削除不可を簡単に指

定できる必要もあるだろう。このあたりは

特許の問題も絡むかもしれないが、TiVoや

その他のデジタルビデオレコーダーに学ぶ

ことができるだろう。

音声だけの番組は、ビデオコンテンツに比

べるとサイズは遥かに小さい。しかしなが

ら、リスナーの数に比例してそのデータの

転送量が増大する。ユーザーの数が増えれ

ば、そのサーバーへの負荷は非常に高いも

のとなる可能性がある。ユーザーごとの転

送コストを下げるという目的で、一部では

P2Pを使ったポッドキャスティングの可能

性も模索されている。

iPodderなどのアグリゲーターは、BitTor-

rentを通した番組の取得をサポートしてい

る。P2P技術が不法コピーを助長したとい

う事実から、市場がP2P技術自体を不法な

ものと捉えがちである。しかし、P2Pは同

時に非常に効率のよい情報の伝達を可能に

する技術でもある。ポッドキャスティング

のような安価なパーソナルメディアにとっ

て、効率の良い配信システムは必須である。

そこで、ポッドキャスティングがこれまで日

陰者扱いされてきたP2Pにとってのキラー

アプリとなる可能性も考えられる。その観

点からiTunesのP2Pに対する動向にも注

目したい。

もともとジュークボックスと呼ばれていた

iTunesには、EコマースサービスのiTMS

も統合され、次にポッドキャスティングが追

加された。使われ方が少しずつ異なるもの

を1つに束ねていくために、シンプルで統

一感のあるユーザーインターフェイスを維

持するのが徐々に難しくなっている。今後

も新機能や新しいメディアの扱いの追加が

予想される iTunes だが、ユーザーイン

ターフェイスの整理はアップルの魂ともい

える部分であり、今後も非常に重要な課題

となるだろう。使い勝手では定評のある

アップルがPodcastコミュニティーをどの

ような方向に導き発展させていくのか、

iTunes＋iPodの動向から目が離せない。

c o l u m n

佐藤 真治　

佐藤 真治（さとう しんじ）
アップルコンピュータの本社R&D部門で次世

代OSの開発に従事した経験を持つ。California

Castingの開発リーダー。

shin@firstcompass.com
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現在、iPodのラインナップ

は、120曲の iPod Shuf-

f l e から 1 万 5000 曲の

iPodまである。デジタル音

楽プレーヤーの容量を大々

的に“曲数”で表現したのは、

アップルが最初ではないだ

ろうか。ビットレートによっ

て収録曲数は異なるため、

他社はあくまでもバイト数

であったが、それをあえて

単純化して売り文句にでき

たのは、いかにもアップル

らしい。

今後の可能性～人類が手にする
まったく新しいメディア～

木ノ川 義英　ボイスバンク代表取締役

P o d c a s t i n g

なぜポッドキャスティングか？

近ごろ話題のポッドキャスティング。音声ブログ

を提供するケロログを運営していて、次のような

考えを持った。

インターネットは、コンテンツがなければただの

回線であり、パソコンはただの箱でしかない。そ

こにコンテンツがあるからユーザーは楽しむこと

ができる。

iPodという大容量の保存機械には、大量のデー

タが保存できる。広告では「1万曲という膨大な

数の音楽を持ち運べる」という宣伝文句を掲げて

いる。しかし、1万曲詰め込んでいるユーザーは

それほど多くはないだろう。1万曲という安心感

をユーザーは買い、そこに空きスペースがあり、

コンテンツを渇望する潜在意識があったのではな

いだろうか。そしてポッドキャスティングという楽

しみ方が生まれた。

新たなインターネットの利用スタイルとして、必

然的に時代が要求していた中に、iPodがうまく浸

透した。1万曲の余りスペースを、ニッチコンテン

ツへの「期待感」が埋めたのかもしれない。

クリエーターが活躍できる
ニッチコンテンツの土台

インターネットにおいては、一般的な放送で視

聴できるコンテンツと同じものを提供する必要は

ない。既存の放送では商業的に成り立たないが、

ユーザーコミュニティーが存在するようなニッチ

マーケットに向けたコンテンツ配信の仕組みが

ポッドキャスティングだといえる。

iPodをパソコンとつなぐと、自動的にiTunesと

同期をとってコンテンツが更新される。ウェブサイ

トを1つずつ巡回してネットラジオ番組を聴くこと

は難儀だが、ポッドキャスティングはこれを驚異的

に簡略化した。この、送り手から受け手までが非

常に洗練された仕組みはテレビやラジオにも匹敵

するが、そのコストは比べ物にならないくらい低

い。さらに放送と違って免許も必要ないため、ク

リエーターにとって非常に強力なツールとなる。

ユーザーにとっては時間の節約と、ラジオ放送

と違って場所を超えたコンテンツの確保ができ

る。またクリエーターにとっては即座にかつユー

ザーに対してダイレクトに番組を提供でき、放送の

制約を受けない自由なスタイルが可能になる。

文字のメディアでは、すでにブログなどで多く

のクリエーターが活躍している。音声や映像を得

意とするクリエーターたちは、自分たちなりの情

報発信を渇望していたが、ポッドキャスティングに

よって新たな活躍の場を見いだせるのではない

だろうか。ポッドキャスティングは、より信頼性のあ

る（と感じられる）「声による安心感を得た情報メ

ディア」としての面も持っている。聴く側にとって

は、人間味を感じる「声」のナマ感。クリエーター

にとっては、ナマ感が出るがゆえの自覚や責任。

今後はSNS化、コミュニティー化する方向での番

組形態が増えてくるのではないかと予想する。

そこでは、クリエーター同士の CGM（Con-

sumer Generated Media）もキーワードになる。

ケロログユーザーであれば音声と音楽の、今後の

映像を考えれば構成作家と映像クリエーターのコ

ラボレーションによるコンテンツ制作だ。

クリエーターにとっては、ポッドキャスティングは

ビジネスチャンスも秘めている。シェアウェアと同

じように、リスナーにとって魅力的なコンテンツで

あれば、お金を払ってでも聴きたいと思うだろう。

ポッドキャスティングによってコミュニティーが形成

できれば、コンテンツに対するドネーション（寄付）

文化が成立し、自分がひいきにするクリエーター
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図17 KYOU Radio.com。VIACOMの小会社にあたる

Infinityが運営している。サブネームは「オープン・ソース・

ラジオ」。

http://www.kyouradio.com/

KYOU Radioの「オープン

ソースラジオ」には、クリ

エーター（ポッドキャスター）

はKYOUに提供した作品を

他局にも提供したり、自分

で配信してもよいという同

局のスタンスが表れている。

に会費を払って視聴するというスタイルも成立す

るだろうし、そうなってほしいと願っている。

番組が面白いからユーザーが集まる。ユー

ザーが集まるからスポンサーが付く。この基本的

なことが、もう一度見直される機会となるかもし

れない。

画期的だった音声データへの
見出し付け

ポッドキャスティングにおいて画期的だったの

は、音声データにRSSで「見出し」を付けたことで

はないだろうか。音声データは、聴いてみないと

中身はわからない。しかし、ブログのように、記

事のタイトル、概要、日付の情報を保持し、enclo-

sureタグでファイルが保存された場所を指定する

RSSフィード（XML）を発行すると、音声ファイルの

ファイルネームは記事のタイトルに書き換えられ、

ポッドキャスティングのアグリゲーターソフトにダウ

ンロードされた各番組（エピソード）は何時のどん

な番組（エピソード）なのかをわかりやすく示して

くれる。

ウェブページという視覚的なものから、目に見え

ない「音声」を聴くというスタイルの変化は、イン

ターネットにとっては大きな変革といえるだろう。

RSSを使って音声ファイルに見出しを付け、更

新された情報としての音声ファイルを自動的にダ

ウンロードし、持ち歩いて聴く。こうしたスタイル

においては、視覚的なウェブページは必ずしも重

要ではない。ましてRSSを一度登録してしまえ

ば、ウェブページを見に行かななくても済む。ウェ

ブブラウザーまでもが変化していくことになるか

もしれない。

課題として、RSSは独自に拡張されているもの

もあり、まだスタンダードがない。例えば、W3Cな

どで標準化されると作り手にはやりやするくなる

と感じている。

ポッドキャスティングに限らず、「RSSを利用した

リッチメディアコンテンツの配信モデルにおけるタ

グの付け方」として、音声だけでなく、映像などの

メディアファイルをenclosureタグで関連付けて配

信する際のタグ付けの指針ができれば、将来デジ

タル放送やカーナビ、ケータイでのコンテンツ利用

を加速することが期待できる。RSSというオープ

ンな技術が自由な開発を促し、低コストの仕組み

が実現した。したがって、iPodに限定してしまう

必要もない。我々は、「ブログキャスティング」と呼

んで、さらに幅広い使い方をイメージしている。

ポッドキャスティング誕生の地で
起きている胎動

この原稿を、私は米国で書いている。サンフラ

ンシスコにあるラジオ局「KYOU Radio.com」で

は、クリエーター（ポッドキャスター）たちが作った

コンテンツをラジオで放送している（図17）。トー

クショーが中心だが、近い将来、音楽著作権の使

用料を放送局が支払い、優良なコンテンツやクリ

エーターを支援することを予定しているという。

KYOUのスタッフから、こんなコメントを聞いた。

「これまでの数十年間、ラジオは競争をしてこな

かったが、ポッドキャスティングのおかげで競争せ

ざるを得なくなった。今では、ラジオ局同士だけ

ではなくインターネットやポッドキャスト、そして衛

星ラジオなどが出現し、さらなるコスト削減とコン

テンツの品質向上が求められている。我々は変わ

らなければならない。ポッドキャスティングのコン

テンツを集めることはテストケースだが、それは

投資に値する」

まだポッドキャスティングは始まったばかり。こ

れからの仕組みやシステムの登場、そして、より良

い文化としてのインターネット利用が広がることを

期待したい。
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ポッドキャスティングの魅力は、誰でも簡単かつ

低コストでコンテンツの発信ができる点だ。ウェブ

サイト（ブログ）を持っていれば、すぐにラジオ局

が開設できる。ここでは、ニフティの「Podcasting

Juice」で提供されている配信用サービス「Pod-

feed」の使い方、さらに自分の番組を iTunes

Music Store内のポッドキャスティングコーナーに

追加するための登録方法を解説する。

iTunes ポッドキャストディレクトリへの登録

iTunesの「Music Store」内でジャンルか

ら「Podcast」を選び、さらに「Podcastを

送信する」をクリックする。

1

登録するポッドキャスティングのRSSファ

イルのURL入力画面が出るので入力する

（「Podcasting」バナーをクリックすると表

示されるページのURLなので注意）。Apple

IDでのサインインを求められるので、未登

録の人は設定が必要。

配信される内容を確認したら送信ボタンを押

す。あとは、アップルによる審査に通るのを

待つことになる

2 3

ニフティ「Podfeed」の設定

http://www.podcastjuice.jp/

Podcasting Juiceのトップページにある

「Podfeedで今すぐ配信！」バナーをクリック

する。

音声ファイル（MP3など）をアップロードし、

1行目にアップロードした音声ファイルへの

リンクを書いた記事を投稿すると完了だ。

6

URLの入力欄にブログのURLを入力し、「利

用規約に同意し、コードを作成」をクリックする。

コードをブログの記事に貼り付けたら、ブロ

グにRSSバナーが表示されているのを確認

する。

5

表示されるバナーのデザインを選び、生成さ

れたコードをコピーして自分のブログのサイ

ドバーに貼り付ける。

ブログによって異なるが、Seesaaブログで

は管理者画面で「自由形式」のコンテンツを

選びHTML編集モードにして貼り付ける。

4

2 31
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技術から読み解くポッドキャスティングの本質

ポッドキャスティングを支える主要技術に、

RSSのエンクローズ機能というのがある。

RSS とはサイトの更新情報を記述する

XML形式の書式である。一般のRSS情報

配信では「見出し」と「リンク先」を記述して

きたが、RSS 2.0では新たにマルチメディ

アファイルへのURLを記述する「エンク

ロージャー（enclosure）」という要素が加

わった（図参照）。ポッドキャスティングで

は、この「エンクロージャー」要素にMP3

など音声ファイルのURLを記述し、音声

データの更新のユーザーへの自動通知を実

現している。

ユーザーがお好みのラジオ番組を iTunes

などの専用ソフトにあらかじめ登録してお

けば、番組が更新されたときに自動的にパ

ソコンに最新の音声ファイルをダウンロー

ドしてくれる。このように、ユーザーが番組

の更新をいちいちチェックする煩わしさか

ら解放されるのは、裏でRSSが動いている

からだ。

RSSのエンクローズ機能は、すでに日本で

も音楽ビジネスでの新曲試聴や英会話レッ

スンの日替わりコンテンツといった活用事

例がある。また、企業 IRや広報リリースの

更新情報をPDFファイルで配信するといっ

たことにも応用できる。マルチメディア

ファイルに限らず、一般的なExcelやPow-

erPointなどのファイルでもよいし、企業

内におけるウェブベースのスケジュール管

理／共有、さらにソフトウェアアップデート

の配布など、実にさまざまな可能性が考え

られる。もちろん、こういった場合、新たな

ウイルス対策や、いかがわしいサイトの

RSSを登録するといったリスクをユーザー

が認識することも必要になってくる。

Yahoo!が使っているMediaRSS（mRSS）

は、RSS 2.0を拡張したものだ。動画や音

楽はよく「ブロードバンド向け」「ナローバン

ド向け」などと帯域と画質によって分けて

提供されているが、そういった複雑な記述

はもともとRSSにはない。Yahoo!ではこ

れを独自に拡張して、ビデオ検索などの自

社サービスで利用している。Yahoo!が買収

した人気の写真共有サービスのFlickrにも

このmRSSが使われている。画像のサムネ

イルや画像へのURLが記述されている点が

独自拡張だ。この拡張された要素を利用し

て、新しいスタイルの写真の楽しみ方を実

現するRSSリーダーをサードパーティーが

開発することもできる。エンクロージャー

は、今後は画像や動画が対象のものも増え

ていくだろう。

RSS 2.0の仕様はすでに成熟して固まって

いるため、今後は独自の拡張を施されなが

ら普及していくことになるだろう。しかし、

独自拡張も度が過ぎるとオープンなRSS

のよさが薄れ、エンドユーザーの使い勝手

も落ちてしまう。かつてのブラウザー戦争

のような独自拡張によるシェア争いは、

ユーザーにとって望ましいものではない。

コンテンツシンジケーションの別の技術に

Atomがある。8月に、Atom 1.0が IETF

において承認されたというニュースもあっ

たが、世界的なマーケットでの実際の普及

率 は 、R S S が 圧 倒 的 だ 。 当 初 、

blogger.comでAtomのみ配信していた

Googleも、その後のGoogleNewsでは

RSSにも対応した。また日本では、RSS

1.0がブログのデファクトスタンダード（初

期に最も普及したMovableType系がRSS

1.0を採用していたためだと思われる）に

なっている。海外ではRSS 2.0が必要に

応じて独自拡張されながらもますます普及

し、今後はエンクローズ機能の応用も進む

だろう。

※投資関連情報を配信する株式会社フィスコは、

為替、債券、金融ビジネスのホットなトピック

スのRSS配信の一部をPDF形式で行ってい

る。http://market.fisco.co.jp/update/

※Flickr（フリッカー）：http://www.flickr.com/

※RSS 2.0の仕様は、知的活動の成果を再利用

しやすくするためのライセンス体系を提案す

るクリエイティブ・コモンズで公開されている。

c o l u m n

レッドクルーズ株式会社
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